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旅 行 業 務 ｽ ﾀ ｯ ﾌ 募 集
平 和 ･ 環 境 ･ 福 祉 な ど の 視 察 と 交 流 の 旅 ､ 自 然 ･ 芸 術 ･ 歴 史 に ふ れ る 感 動 の 旅 な ど ､
ほ ん も の の 旅 づ く り に ﾁ ｬ ﾚ ﾝ ｼﾞ し て み ま せ ん か ?

正 社 員 募 集
旅 行 業 務 全 般 ､ 事 務 作 業 ( 企 画 営 業 ･ 手 配 ･ 添 乗 )
2 0 2 8 年 3 月 卒 業 見 込 の 方 ( 新 卒 )

* ﾒ ー  ﾙ ま た は お 話 に て お 問 合 せ く だ さ い ｡
* 会 社 訪 問 日 決 定 後 ､ ご 来 社 い た だ き 弊 社 に つ い て
詳 し く 説 明 い た し ま す ｡
会 社 訪 問 ￫ 応 募 吉 類 郵 送 ￫ 筆 記 試 験 と 面 談

\ 富 士 国 際 の 仕 事 は こ こ が お も し ろ い /
社 員 の 声

◎ ﾘ ｱ ﾙ ﾀ ｲ ﾑ の 世 界 情 勢 を つ か む こ と が
で き る

◎ 仕 事 を し な が ら 国 内 外 の 社 会 問 題 を 考 え
学 ぶ こ と が で き る

◎ 新 人 で も 企 画 ~ 添 乗 ま で を 経 験 で き る
◎ 何 年 働 い て も 新 し い 学 び が あ る

ﾂ ｱ ｰ お 申 込 み か ら 出 発 ま で の 流 れ

01
STEP

02
STEP

03

｢ い い 旅 い い 仲 間 ｣ 掲 載 の ご 相 味 あ る ﾂ
ｱ ｰ が ご ざ い ま し た ら ､ T E L ･ F A X ･ ﾒ ー
ﾙ ま た は 郵 送 に て 詳 細 ﾊﾞ ﾝ ﾌ ﾚ ｯ ﾄ を
ご 請 求 く だ さ い ｡ 申 込 書 付 ﾊﾞ ﾝ ﾌ ﾚ ｯ
ﾄ を 弊 社 よ り お 送 り し ま す ｡
国 内 旅 行 は H P よ り お 申 込 可 能 で す ｡

STEP

04

国 内 申 込 書 ま た は 海 外 参 加 予 約 票 付 き の ﾊﾞ
ﾝ ﾌ ﾚ ｯ ﾄ が 届 き ま し た ら ､ 必 要 事 項 を ご
記 入 い た だ き ､ 弊 社 へ ご 返 送 く だ さ い ｡
海 外 ﾂ ｱ ー  は 参 加 予 約 票 が 弊 社 に 届 き 次 /
第 ､ 正 式 申 込 書 面 等 の 渡 航 手 続 き 書 類 を 弊
社 よ り お 客 様 へ 送 付 し ま す ｡

お 申 込 金 ( 旅 行 代 金 の 内 金 ) を お 振
込 み 下 さ い ｡ 弊 社 が 申 込 金 を 受 領 し
た 時 点 で ､ 正 式 な お 申 込 み ( 契 約 成 立 )
と な り ま す ｡

05 06

最 少 催 行 人 数 に 到 達 後 ､ あ る い は 締 切
日 頃 に お 申 込 み の 方 へ ﾂ ｱ ー  催 行 有 無
に つ い て ご 連 絡 い た し ま す ｡ ﾂ ｱ ー  催
行 決 定 後 ､舞 社 よ り 旅 行 費 用 残 金 の 街
請 求 書 を お 送 り し ま す ( 海 外 ﾂ ｱ ー  は
旅 行 説 明 会 の ご 案 内 と 一 緒 に ) ｡

国 内 ﾂ ｱ ー  は ､ ご 出 発 の   2 ~ 1 週 間 前 ま
で に 最 終 の 旅 行 資 料 を 郵 送 し ま す ｡
海 外 ﾂ ｱ ー  は ご 出 発   3 ~ 2 週 間 前 に 旅 行
説 明 会 を 行 い ま す ( 会 場 ･ ｵ ﾝ ﾗ ｲ ﾝ で 実
施 ) ｡

ご 出 発 日 当 日 ! ! 集 合 場 所 に て 添 乗
員 ま た は お 見 送 り ｽ ﾀ ｯ ﾌ が お 待 ち
し て お り ま す ｡

観 光 庁 長 官 登 録 旅 行 業 第 8 4 号   J A T A   正 会 員い い 旅 い い 仲 間 ￭ 発 行 : 株 式 会 社 富 士 国 際 旅 行 社 ”
TEL 045-212-2101/FAX 045-212-2201
mail: :fuji@fits-tyo.com

< 営 業 日 > 月 曜 ~ 金 曜 ( 1 0 : 0 0 ~ 1 8 : 0 0 ) 土 日 祝 休 み
〒 2 3 1 - 0 0 6 2   神 奈 川 県 横 浜 市 中 区 桜 木 町 1 - 1 - 7
ﾋ ｭ ー  ﾘ ｯ ｸ み な と み ら い   1 1 F - 4

資 料 請 求

本 紙 掲 載 ﾂ ｱ ー  の 中 で ご 用
味 の あ る ﾂ ｱ ー  が ご ざ い ま
し た ら ､ 左 記 Q R ｺ ー  ﾄﾞ よ り
詳 細 ﾊﾟ ﾝ ﾌ ﾚ ｯ ﾄ を ご 請 求
く だ さ い

http://www.fits-tyo.com/ 富 士 国 際 旅 行 社 Q   索

facebook. Instagram
旅 情 報   発 信 中 !











ﾃ ｷ ｽ ﾄ ﾋ ｯ ﾌﾟ ( t e x t h i p ) 韓 国 の 読 書 ﾌﾞ ー  ﾑ を 探 る   ｿ ｳ ﾙ 4 日 間
韓 国 は い ま ､ 読 者 ﾌﾞ ー  ﾑ ? 本 の あ る ｿ ｳ ﾙ を 歩 く 4 日 間
｢ 韓 国 で は ､い ま 読 害 が ﾌﾞ ー  ﾑ ら し い ｣

- そ ん な 話 を 聞 い た こ と は あ り ま せ ん か ?

書 店 や 本 を め ぐ る 新 し い 文 化 が 広 が っ て い ま す ｡
け で な く ､ 個 性 豊 か な 独 立 番 店 や ﾌﾞ ｯ ｸ ｶ ﾌ ｪ も 増 え ､本 を 買 う だ け で な く ､
を 通 じ て 人 と 出 会 っ た り ､ 自 分 の 興 味 や 価 値 観 を 深 め た り す る 場 所 と し て ､ 書 店
が 注 目 さ れ て い ま す ｡
な ぜ い ま ､ 若 者 た ち は 本 屋 に 集 ま る の で し ょ う か ?

ｿ ｳ ﾙ の 大 型 店 か ら 個 性 的 な 独 立 番 店 ま で を 訪 ね ､ 韓 国 の ｢ 本 の
あ る 風 景 ｣ を 歩 き ま す ｡ ど ん な 本 が 読 ま れ て い る の か ､ ど ん な 場 所 で 本 と 出 会 う

そ し て ､ 本 を 通 し て ､ い ま の 韓 国 社 会 の ど ん な 関 心 や 変 化 が 見 え て く る の
本 を 入 口 に ､ ｿ ｳ ﾙ の 街 と 韓 国 社 会 を 見 つ め る 4 日 間 で す ｡

旅 行 期 間 2 0 2 7 年 3 月 1 7 日 ( 水 ) ~ 3 月 2 0 日 ( 土 )

旅 行 代 金 1 8 0 , 0 0 0 円 燃 油 別 途 募 2 0 名 催 1 5 名
① 成 田 ･ 関 西 空 港 ￫ ｿ ｳ ﾙ   大 型 書 店 見 学 【 ｿ ｳ ﾙ 市 内 3 泊 】
② 独 立 番 店 め ぐ り 独 立 番 店 の ｵ ｰ ﾅ ー  に お 話 を 伺 い ま す
③ 図 書 館 ･ 出 版 社 な ど 訪 問
④ 午 前 : 自 由 行 動 午 後 : ｿ ｳ ﾙ ￫ 成 田 ･ 関 空 空 港 着

②

3

追 悼 式 典 に 参 加 済 州 4 ･ 3 の 歴 史 を 訪 ね る 旅 5 日 間
旅 行 期 間 2 0 2 7 年 3 月 3 1 日 水 ) ~ 4 月 4 日 ( 日 )

旅 行 代 金 2 1 0 , 0 0 0 円 燃 油 別 途 募 2 0 名 催 1 5 名 添

直 行 便   済 州 市 内 連 泊成 田   関 空 発 着
① 成 田 ･ 関 西 空 港 ￫ 韓 国 ･ 済 州 島 へ 【 済 州 市 内 4 泊 】
② ｱ ﾙ ﾄ ｩ ﾙ 飛 行 場 跡 地 ･ ｿ ﾀﾞ ﾙ ｵ ﾙ ﾑ 見 学
③ 4 ･ 3 平 和 記 念 館 見 学 ､ 追 悼 式 典 前 夜 祭 に 参 加
④ 午 前 : 済 州 4 ･ 3 追 悼 式 典 に 参 加   午 後 : 城 山 日 出 降 ､ 東 門 市 場 見 学
⑤ 午 前 : 済 州 空 港 ￫ 成 田 ･ 関 西 着 空 港 着

植 民 地 支 配 の 歴 史 を 学 ぶ ｿ ｳ ﾙ 近 現 代 史 の 旅   4 日 間

旅 行 期 間
旅 行 代 金

2 0 2 7 年 1 月 5 日 ( 火 ) ~ 1 月 8 日 ( 金 )
1 9 4 , 0 0 0 円 燃 油 別 途 募 2 0 名 催 1 0 名

ｿ ｳ ﾙ 連 泊 ﾌ ﾘ ー  ﾀ ｲ ﾑ あ り 成 田 ･ 関 空 発 着
① 成 田 ･ 関 西 空 港 ￫ ｿ ｳ ﾙ  ｿ ｳ ﾙ 市 内 見 学 ( ﾀ ﾌﾞ ﾙ 公 園 ( 3 ･ 1 万 歳 動 ﾚ ﾘ ー  ﾌ ) ､
支 庁 前 広 場 ) 夕 食 交 流 会 【 ｿ ｳ ﾙ 市 内 3 泊 】
② 終 日 : ｿ ｳ ﾙ 市 内 見 学 ( 民 主 化 運 動 記 念 館 ､ 西 大 門 刑 務 所 ､ 国 立 大 森 民 国 臨 時 政 府 記
念 館 ､ 植 民 地 歴 史 博 物 館 )
③ 終 日 : ｿ ｳ ﾙ 市 内 見 学 ( 尹 束 柱 記 念 碑 ､ 李 韓 烈 記 念 館 ､ 戦 争 と 女 性 の 人 権 博 物 館 )
④ 午 前 : 自 由 行 動   午 後 : ｿ ｳ ﾙ ￫ 成 田 ･ 関 空 空 港 着

1 1い い 旅 い い 仲 間
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旅 行 期 間
6 日 間 ｺ ー  ｽ
4 日 間 ｺ ー  ｽ

2 0 2 6 年
① 1 0 月 2 1 日 ( 水 ) ~ 2 6 日 ( 月 ) 6 日 間
② 1 0 月 2 3 日 ( 金 ) ~ 2 6 日 ( 月 ) 4 日 間

旅 行 代 金 ①   2 7 4 , 0 0 0 円   ② 2 1 4 , 0 0 0 円 募 3 0 名 催 1 5 名 添
※ 費 用 の 他 に 航 空 便 費 用 に 付 随 す る 海 外 空 港 税 ･ 航 空 保 険 料 等 ･ 空 港 施 設 使 用 料 ･ 保 安 料 等 約 4 0 , 0 0 0 円 が か か
り ま す ｡ 発 券 時 の ﾚ ー  ﾄ に よ り 変 動 い た し ま す ｡

ﾕ ー  ｽ 枠 ( 3 5 歳 以 下 ) 募 集 特 別 料 金 2 名 限 定 募 集 !
※ 詳 細 は お 問 い 合 わ せ く だ さ い
1 0 月 2 1 日 ( 水 ) ~ 2 6 日 ( 月 ) 6 日 間 ･ ･ ･ 7 0 , 0 0 0 円
1 0 月 2 3 日 ( 金 ) ~ 2 6 日 ( 月 ) 4 日 間 ･ ･ ･ 5 0 , 0 0 0 円

破 格 の ご 料 金 で ご 参 加 い た だ け る
ﾁ ｬ ﾝ ｽ で す !

ｿ ｳ ﾙ の 王 宮 占 領 か ら 始 ま っ た 日 清 戦 争 の さ な か ､朝 鮮 で は 東 学 農 民 軍 を 主 力 と す る 広 範 な 抗 日 間 争
が 繰 り 広 げ ら れ ま し た ｡日 本 軍 に よ る 最 初 の ｼﾞ ｪ ﾉ ｻ ｲ ﾄﾞ と い わ れ る 歴 史 を 現 地 で 学 び ､ 日 本 と 韓 国
･ 朝 鮮 の 関 係 に つ い て 考 え ま す ｡
ﾂ ｱ ｰ で は ､ ｿ ｳ ﾙ か ら 全 州 ･ 公 州 ･ 井 色 ･ 羅 州 を め ぐ り ､ 東 学 民 革 命 記 念 館 ､ 無 名 学 農 民 車
塔 ､ 牛 禁 味 戦 跡 地 ､ 全 準 旧 宅 な ど を 訪 問 ｡ 韓 国 の 研 究 者 や 市 民 と の 交 流 も 盛 り だ く さ ん で す !
｢ 東 学 農 民 軍 っ て 何 だ ろ う ? ｣ ｢ 日 韓 の 歴 史 を も っ と 深 く 知 り た い ｣
｢ 現 地 で 学 び ､考 え る 旅 に 参 加 し て み た い ｣
そ ん な 若 い 世 代 の 皆 さ ん に も ､ ぜ ひ 参 加 し て い た だ き た い 旅 で す ｡

A   2 0 2 3 年 建 立
束 学 農 民 軍 犧 牲 者 在 悼 老
謝 罪 の 碑

1 0   い い 旅 い い 仲 間







17　いい旅いい仲間 16　いい旅いい仲間

2027年1月17日（日）～1月23日（土）

378,000円　燃油別途

①午前：成田・関西空港発→ハノイ着　鈴木勝比古さん講演会

【ハノイ2泊】

②ハノイ市内見学（ホーチミンの家など）、都市鉄道体験乗車、

ハノイ国際友好村

③B52博物館、ハノイ発、空路ダナンへ、グエン・ゴックさん宅

訪問【ホイアン2泊】

④ホイアン旧市街見学、午後：自由行動

⑤ダナンから空路ホーチミン市へ、統一会堂、戦争証跡博物館、

スカイデッキなど【ホーチミン泊】

⑥フォックハイへ、元船長の方と懇談、ホーチミン空港発【機中

泊】

⑦午前：成田・関西空港着

元ベトナム特派員鈴木勝比古さん同行・解説
　　　　　ベトナム縦断の旅　７日間

◇化学毒薬やダイオキシンの枯葉剤で苦しむ元兵士や子ども

たちが暮らす「ハノイ国際友好村」を見学

◇「海のホーチミンルート」著者グエン・ゴックさん宅訪問

◇元女性政治囚の方と交流

◇ハノイではモノレール、ホーチミンでは地下鉄に乗車

◇ホーチミン市内を一望できるスカイデッキを見学

政治犯の流刑地　コンダオ島「虎の檻」を見学
元女性政治囚うたごえ交流と
　　　　　　　コンダオ島を訪ねる　５日間

◇ジャーナリスト鈴木勝比古さん同行・解説

◇サイゴン元女性政治囚の方々とうたごえ交流

◇コンダオ島2連泊でじっくり見学

◇島の暮らしが分かる市場見学も!

①成田・関西空港発→ホーチミン空港着　元女性政治囚の方

々とうたごえ交流【ホーチミン泊】

②ホーチミン市内見学（戦争証跡博物館、統一会堂）空路コ

ンダオ島へ、ホテル内で鈴木勝比古さん講演会【コンダオ島2
泊】

③コンダオ島内見学（コンダオ島博物館、

コンダオ収容所（虎の檻）、市場、

ヴァンソン寺など） 
④空路、ホーチミンへ　ホーチミン市内

見学（地下鉄乗車、サイゴンスカイ

デッキなど）ホーチミン空港発【機中泊】

⑤午前：成田・関西空港着

2026年11月29日（日）～12月3日（木）

267,000円 燃油別途 募 催20名 10名 添

旅のがっこう　ベトナム学習会

「世紀を越えた２大奇跡―ベトナム人民の勝利とASEANの平和路線」

　ベトナム留学時代（1969～1973年）に撮影した写真を紹介しながら、ニクソン政権によるハノイ

爆撃、北ベトナムの農村での生活、各国からの留学生との交流など、当時の体験を振り返ります。

B52による絨毯爆撃、パリ和平会談から米軍のベトナム撤退、陸と海のホーチミン・ルート、政治

囚たちのたたかい、作家グエン・ゴックさんの戦場でのたたかいなど、ベトナム戦争の現場につい

ても紹介します。

　ベトナム戦争終結後の混乱期には、サイゴンに外国人記者としていち早く入り、サイゴン解放後

の半年間を現地で過ごしました。最貧困と混乱のなかにあったハノイでの生活や、ドイモイ期にお

ける官僚主義とのたたかい、社会の変革の様子についても、特派員としての取材体験をもとに語り

ます。

　また、1983年3～4月に初めてASEANを取材して以来、2007年まで足かけ30年にわたり、ASEAN
と東南アジア各国を取材してきました。各地での取材や人々との出会いを振り返りながら、東南ア

ジアの変化と発展を、さまざまなエピソードを交えて紹介します。

旅行期間

ハノイ ホイアン ホーチミン

旅行期間

ホーチミン コンダオ島

　1970年代にしんぶん赤

旗外信部特派員としてベ

トナム戦争の激化するハ

ノイへ駐在。以後、東欧

・アジアなど世界各地を

まわり激動の時代を報道

し続ける

講師：鈴木勝比古さん

①成田空港→夜南京着【南京2泊】　

②南京市内見学（南京大虐殺記念館（侵華日軍南京大屠殺遇難同胞

紀念館）、南京民間抗日戦争史料陳列館など）南京市民と平和を願

う交流会

③南京市内見学（太平天国博物館と指導者・洪秀全が住んだ瞻園、

辛亥革命後、中華民国臨時政府がおかれた総統府と煦園、蒋介石夫

人の宋美麗の旧宅・美麗宮）夕方：高速鉄道で上海へ【上海2泊】

④上海市内見学（旧日本租界・魯迅公園紀念館・旧フランス租界・

孫中山故居紀念館など）

⑤上海市内見学（ユダヤ博物館・夢の四馬路とうたわれたかつての

歓楽街「福州路」など）上海空港発→夕刻：成田空港着

2026年12月24日（木）～12月28日（月）5日間　
299,000円　燃油別途 募 催20名 10名 添

◇展示がリニューアルされた南京大虐殺記念館を見学します

◇中国最大の都市上海では、旧日本租界時代と今を考えます

◇本場の中華料理もお楽しみ下さい

①成田空港発→ハルビン着　ハルビン市内見学（中央

大街、スターリン公園、濱州鉄路橋、兆麟公園など）

【ハルビン3泊】

②ハルビン市内見学（ソフィヤ教会堂、旧横浜正金銀

行自由市場、ライトアップされた氷雪大世界など）旧

満鉄ハルビン鉄道局長佐原憲次旧居にてロシア料理の

夕食

③ハルビン市内見学（侵華日軍第七三一部隊罪証陳列

館、中華バロック歴史文革、旧日本総領事館など）旧

大和ホテルにて夕食

④午前：ハルビン発→成田空港着

2027年1月11日（日）～1月14日（水）

募 催15名 10名 添

◇世界最大級の氷と雪の祭典、ハルビン氷雪祭りに参加

◇七三一部隊罪証陳列館を見学

冬休みに行く

中国　南京・上海近代史と文化探訪

南京大虐殺記念館を訪ねる

東洋のパリ ハルビン

         氷雪祭りを楽しむ ４日間

第2シリーズ「多民族共生を生かし、地域平和の砦を構築したASEAN」・・・後日日程発表！

第1シリーズ「ベトナム人民の奇跡の勝利」

①2026年11月4日（水）14:00～16:00
②2026年12月9日（水）14:00～16:00
③2027年1月27日（水）14:00～16:00

（ベトナム戦争の渦中の体験、サイゴン解放から混乱・

　　　　　　　　　　　カンボジアの泥沼を経て、ドイモイの開始）

＠富士国際会議室　オンライン併用 各回1,000円

後日発表後日発表後日発表

募 催20名 10名 添



① 2027年1月11日（月）～1月18日（月）

②  2027年3月15日（月）～3月22日（月）

365,000円 燃油別途 募 催20名 8名 添

19　いい旅いい仲間 18　いい旅いい仲間

①羽田空港発→インド・デリー空港着 【デリー泊】

②午前：デリーから陸路にてアーグラへ移動、市内見学（タージマハル、アーグラ城）【アーグラ泊】

③陸路にてジャイプールへ移動（途中ファテープルシークリーとチャンドバオリ立ち寄り）【ジャイプー

ル泊】

④ジャイプール見学（アンベール城、ハワー・マハル、シティ・パレス、ジャンタル・マンタルなど）午

後：陸路デリーへ【デリー泊】

⑤午前：国内線でバラナシへ　午後、バラナシ着　夜のアールティ鑑賞【バラナシ泊】

⑥朝日のガンジス川をボートで鑑賞、サールナートへ　サールナート見学後、バラナシ市内見学　国内線

でデリーへ【デリー泊】

⑦デリー市内見学（フマユーン廟、クトゥブミナール、ガンディー記念館など）デリー空港発【機中泊】

⑧早朝：羽田空港着

インドへようこそ！

多くの人で賑わうタージ・マハル

Agra

Varanasi

Delhi

インドの首都デリー。ムガル帝国の

栄華を伝える城塞や霊廟、イギリス

統治時代の街並み、そして現代の

活気あふれる市場まで、幾重にも

重なる歴史を感じられる街です。ラ

ージ・ガート、ガンディー博物館など

インド独立の歴史に触れられる場所

も多く、古代から現代まで続くインド

の歩みを知る旅の入口となります。

ガンジス川沿いに広がる、インド有数の聖地バ

ラナシ。古くからヒンドゥー教徒の巡礼地として

栄え、川沿いのガートでは沐浴や祈りを捧げる

人々の姿を見ることができます。朝のボートや夕

暮れの祈りなど、インドの信仰と人々の暮らしを

肌で感じられる街です。

「ピンクシティ」と呼ばれるジャイプ

ール。美しい宮殿や城塞が残るラ

ージャスターン州の州都で、かつて

の王侯文化を今に伝えています。

色鮮やかな街並みや伝統工芸、活

気ある市場など、インドらしい華や

かさを感じられる街です。

タージ・マハルからガンジス川へ
はじめてのインド　4都市・８日間

tour

タージ・マハルで知られるアーグラ。ムガル帝国

の都として栄え、壮麗な建築物が数多く残る歴

史都市です。白大理石のタージ・マハルをはじ

め、アーグラ城など、ムガル帝国の栄華を今に

伝える世界遺産を訪ねることができます。

Jaipur



21　いい旅いい仲間 20　いい旅いい仲間

関谷興仁 
朝露館を見に行く

福田村事件を歩く

リニューアル前の丸木美術館を見学！　学芸員岡村幸宣さんご案内
　　　　埼玉　東松山平和の旅

栃
木・益
子

千
葉・野
田

連続学習講座　関東近郊フィールドワーク

戦後82年、歴史と事実を
継ないでゆく

焼き物の町・益子にある、陶芸家・関谷
興仁さんの彫刻展示館「朝露館」へ。
戦争や平和を見つめてきた石川逸子さ
んの詩に触れ、作品と言葉を通して、戦
争の記憶と平和について考えます。あわ
せて益子焼の窯元を訪ね、土地に根づ
くものづくりの文化に触れます。

1923年、関東大震災の直後に起きた
福田村事件。政府や軍、警察などによ
って広められた流言と朝鮮人への差
別を背景に、香川県から来た行商人
15人が朝鮮人と誤認され、9人が命
を奪われました。事件の現場を歩き、
差別や流言が生み出す暴力につい
て、いまの社会と重ねて考えます。

◇リニューアル前の丸木美術館を見学します
◇吉見百穴地下軍需工場跡を見学
◇和紙の里、小川町を訪問

①東武東上線東松山駅（１３時集合）→丸木美術館　岡村幸宣さん
案内・講演会 参加者夕食交流会　【東松山泊】
②吉見百穴見学、小川町和紙のふるさと見学、東松山駅着（１５時頃
解散）　　　

講師　川口重雄さん

1956年静岡県牧之原市（旧・榛原郡相良町）生まれ。田園調布学園前社会科教
員。政治思想史学者・丸山眞男の『丸山眞男集』別巻「年譜・著作目録」執筆
（1997年、2015年新訂増補）。1997年、丸山眞男手帖の会を結成、代表をつとめ
る。2009年より公益財団法人第五福竜丸平和協会理事。
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ま
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丸
木
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史
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れ
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の
、
私
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人
類
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大
切
な
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す
。

　

埼
玉
県
東
松
山
市
に
あ
る
原
爆
の
図

丸
木
美
術
館
は
、「
原
爆
の
図
」
を
誰
も

が
い
つ
で
も
見
る
こ
と
の
で
き
る
場
所

と
し
て
、
１
９
６
７
年
に
開
館
し
ま
し

た
。
現
在
は
改
修
工
事
の
た
め
長
期
休

館
中
で
、
２
０
２
７
年
５
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
中
東
情
勢
の
影
響
に
よ
る
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高
騰
も
あ
っ
て
、
工
事
費
の
不
足
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悩

ま
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れ
て
い
ま
す
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原
爆
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図
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つ
な
ぐ
た
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に
、
多
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の
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協
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お
願
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。
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岡
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２
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2027年1月30日（土）～1月31日（日）2日間

41,500円
2027年1月30日（土）～1月31日（日）2日間

41,500円
2027年1月30日（土）～1月31日（日）2日間

41,500円
募 催 添20名20名20名 10名10名10名

民族共生空間を開く  
川﨑市ふれあい館と
青丘社

神
奈
川・川
崎

在日コリアンをはじめ、多様なバックグ
ラウンドを持つ人 が々暮らす川崎。差
別や排除の経験を背景に、地域で築
かれてきた共生の実践を訪ねます。川
崎市ふれあい館と青丘社の活動から
「ともに生きる地域」のつくり方を考え
ます。

143年目に歩く
秩父事件　1泊2日

埼
玉・秩
父
〜
長
野・佐
久

1884年、困窮した農民たちが立ち上がっ
た秩父事件。生糸価格の暴落や借金に
苦しんだ養蚕農民たちは、政府や高利貸
しに救済を求めました。
しかし、その声は退けられ、ついに数千人
が「困民党」を名乗り蜂起します。
自由民権運動と農民たちの暮らし、国家
による苛烈な弾圧の歴史をたどり、143年
後のいま、私たちの社会を考えます。

募 催 添15名15名 8名8名

東京探検 第一生命
マッカーサー記念室 
東京駅へ行く

東
京・千
代
田

戦後日本の占領期にGHQ（連合国
軍最高司令官総司令部）の本部が
置かれた日比谷の第一生命館をはじ
め、皇居前広場、江戸城の坂下門、平
将門の首塚など、東京駅周辺に残る
歴史の現場を訪ねます。

名もなき工女の足跡をたどる
世界遺産の富岡製糸場

群
馬・富
岡

世界遺産として脚
光を浴びる富岡
製糸場。そこで働
いていた、名もな
き工女たちの暮ら
しに目を向けなが
ら、近代化の足元
にあった歴史を歩
きます。

2027.1.132027.1.13 水水

募 催 添15名15名 8名8名8,000円

2027.2.192027.2.19 金金

募 催 添15名15名 8名8名20,000円20,000円20,000円

coming soon...coming soon...2027.3.122027.3.12 金金

20,000円20,000円20,000円

公共交通機関・徒歩移動 公共交通機関・徒歩移動

専用車利用募 催 添15名15名 8名8名
専用車利用

coming soon...coming soon...

専用車利用

後日発表後日発表後日発表

▲『《原爆の図》のある
美術館　丸木位里，
丸木俊の世界を伝える』

▶『未来へ 原爆の図
丸木美術館学芸員 作業日誌
 2011-2016』

募 催 添15名15名 8名8名

専用車利用
後日発表後日発表後日発表

coming soon...coming soon...

後日発表後日発表後日発表



①東京・品川駅集合　中央新幹線東京駅・神奈川駅予定地を

見学、山梨県立リニア見学センターを見学【下部温泉2泊】

②早町見学（新倉断層・トンネル工事現場、山梨県予定駅）

学習会「リニア問題を考える」

③身延山久遠寺、富士川口湖町（オウム真理教慰霊碑）見学

品川駅解散

山梨

東京・神奈川・山梨の「現場」訪ねる
リニア中央新幹線問題を考える旅

◇東京、神奈川、山梨のリニア中央新幹線の工事現場

を訪れ現状と課題を考えます

◇日蓮宗の総本山、身延山を見学

◇武田信玄の隠し湯として知られる下部温泉や富士山

を望む山梨の風景をお楽しみください

①浦佐駅集合　駅前にある田中角栄の像見学　小出駅から只

見線で只見駅へ 酒蔵見学 夕食交流会【只見町泊】

②専用車で新潟へ 新潟水俣病に関するフィールドワーク

（新潟水俣病資料館など）地元の方と交流【新潟市内泊】

③柏崎刈羽原発遠望 田中角栄記念館見学　長岡市内見学（長

岡戦災資料館、模擬原子爆弾投下地点跡地の碑など）酒蔵見

学 長岡駅解散

新潟・福島

晩秋の新潟をめぐる
新潟水俣病を学び鮭の町村上を訪ねる旅

募 催 添20名20名20名 10名10名10名
2026/11/10（火）～11/12（木）3日間

　78,000円
2026/11/10（火）～11/12（木）3日間

　78,000円
2026/11/10（火）～11/12（木）3日間

　78,000円

◇新潟水俣病について、資料館見学、関連地フィールド

ワークを通して学びます

◇鮭の町、村上を訪れ、まちづくりについて学びます

◇新潟の地酒、郷土料理をお楽しみください

①羽田空港→鹿児島　山田凱旋門、壽官陶苑、朝鮮人陶工上陸之地見学、川内原

発見学【川内市泊】

②終日：水俣見学（百閒排水口、おれんじ鉄道水俣駅、チッソ正門、茂道漁港、

相思社考証館など）患者の方のお話【水俣泊】

③蔵之元港→牛深港　天草へ　崎津天主堂、大江天主堂、天草キリシタン館見学

【天草泊】

④鬼池港→口之津港へ　原城跡見学、車窓から諫早湾潮受堤防見学、平和公園見

学【長崎2泊】

⑤原爆資料館見学、軍艦島、山里小学校、二十六聖人記念館など見学

⑥名護屋城博物館見学、昼食後福岡空港へ　福岡→羽田空港　

①2027年1月19日（火）～1月24日（日）6日間

②2027年4月13日（火）～4月18日（日）6日間
募 催20名 12名 添

◇国内ツアーでは最長の5泊6日　濃密なスタディツアーで九州を満喫

◇豊臣秀吉の朝鮮出兵で連行された陶工沈家によって400年守り続けられてきた薩摩焼の

名門、沈壽官窯を見学します

◇水俣にたっぷり１日滞在。水俣病の過去と現在を考えます

◇天草で隠れキリシタンの歴史に触れます

273,000円

23　いい旅いい仲間 22　いい旅いい仲間
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大人の学習体験旅行 in九州

①新潟駅集合（10時頃）→新潟港　ジェットフォイルにて佐

渡島・両津港へ 相川エリア見学（相川郷土資料館、きらりう

む佐渡、北沢浮遊選鉱場跡、京町通り）

学習会「佐渡鉱山・朝鮮人強制労働の歴史」【佐渡島2泊】

②史跡佐渡金山見学、宿根木、トキの森公園など

③両津港→新潟港→新潟駅解散

2026/11/27（金）～11/29（日）3日間

　99,500円
2026/11/27（金）～11/29（日）3日間

　99,500円
2026/11/27（金）～11/29（日）3日間

　99,500円

世界遺産と佐渡鉱山・朝鮮人強制労働の歴史を学ぶ

新潟　佐渡島　歴史と文化を訪ねる旅

◇2024年に世界遺産に登録された佐渡金山の史実を学

びます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◇平成の大合併後の自治体の課題について学びます　

◇佐渡の海鮮料理や地酒もお楽しみください

①羽田空港→能登　被災地訪問【和倉温泉泊】

②復興したのと鉄道に乗車（七尾→穴水）輪島中心部訪問、

志賀原発周辺【千里浜泊】

③千里浜ドライブウエイ・かほく市（治安維持法で逮捕され

獄死した反戦作家、鶴彬の資料館見学）、内灘（内灘闘争）

【金沢市内泊】

④金沢市内自由行動　金沢駅解散

被災地の今と能登の歴史を知る
　能登半島と金沢を訪ねる旅

◇奥能登の珠洲市、輪島市で能登半島の被災地を訪れ復

興状況と課題を学びます。

◇石川県出身の反戦川柳作家、鶴彬の句碑や生家を訪問

◇戦後初の反基地闘争でもある内灘闘争について、地元

の方からお話を聞きながら学びます。

新潟 石川

募 催 添20名20名20名 10名10名10名
2026/11/30（月）～12/3（木）4日間

　126,000円
2026/11/30（月）～12/3（木）4日間

　126,000円
2026/11/30（月）～12/3（木）4日間

　126,000円 募 催 添20名20名20名 10名10名10名

2027/2/6（土）～2/8（月）3日間

　82,000円
2027/2/6（土）～2/8（月）3日間

　82,000円
2027/2/6（土）～2/8（月）3日間

　82,000円 募 催 添15名15名15名 8名8名8名
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『天草下島——島めぐりをまん中にはさんで』　　川口 重雄





F I T S   の 本 棚

購 入 を ご 希 望 の 方 は 弊 社 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い

OSUSUME

02
OSUSUME

01 再 販 決 定 !

『 玉 音 放 送 を 命 に か え て も
日 本 の い ち ば ん 長 い 日   外 伝 』

上 田 未 生 / 2 0 2 5 年 / 岩 波 書 店

『 海 の ﾎ ー  ﾁ ﾐ ﾝ ﾙ ー  ﾄ 』
ｸﾞ ｴ ﾝ ･ ｺﾞ ｯ ｸ / 鈴 木 比 古 訳 / 2 0 2 5 年 / 光
陽 出 版 社

玉
 

音
 放 送 

っ
命

 
で

 
､
か 

え て 
も

そ の 時 ､ 本 当 は
何 が 起 き て い た の か

$

運 命 の 1 9 4 5 年 8 月 1 5 日 ｡ 終 戦 の 詔 の 放 送
を 阻 止 せ ん と す る 反 乱 軍 に 占 拠 さ れ た 放 送
局 で ､ 銃 を 突 き 付 け ら れ た 報 道 責 任 者 の 目
に 映 っ て い た の は 何 だ っ た の か ｡ 戦 前 ～ 戦
後 を 生 き 抜 い た ｼﾞ ｬ ー  ﾅ ﾘ ｽ ﾄ 柳 澤 恭 雄 (
1 9 0 9 - 2 0 0 7 ) の 苦 悩 や 逡 巡 ､ 決 断 を た ど り

｢ 報 道 の 自 由 ｣ が ど の よ う な 顛 末 で も た
ら さ れ た の か を 詳 ら か に す る ｡

2 , 9 7 0 円 ( 本 体   2 , 7 0 0 円 )

ﾍﾞ ﾄ ﾅ ﾑ 機
 争

秘 史

ﾍﾞ ﾄ ﾅ ﾑ 戦 争 終 結 ま で ほ ぼ 完 全 に 秘 匿 さ れ て
い た 壮 大 な 輸 送 作 戦 ･ ･ ･ ｡ こ の 作 品 は ､ 南 ｼ ﾅ
海 の 風 波 を 乗 り 越 え て 北 か ら 南 の 戦 場 へ 命 が
け で 武 器 弾 薬 を 運 ん だ 一 二 五 海 軍 旅 団 の 戦 士
た ち と ､ そ れ を 支 え た 家 族 や 民 衆 の 物 誌 ｡
ﾄ ﾅ ﾑ の 著 名 な 作 家 ･ ｼﾞ ｬ ー  ﾅ ﾘ ｽ ﾄ ､ ｸﾞ ｴ
ﾝ ･ ｺﾞ ｯ ｸ 氏 の 大 作 を 元 ﾍﾞ ﾄ ﾅ ﾑ 特 派 員 の 鈴
木 勝 比 古 氏 が 翻 訳 ｡
1 , 9 8 0 円 ( 本 体   1 , 8 0 0 円 )

OSUSUME

04
OSUSUME

03 改 定 新 版
神 奈 川 の ｢ 戦 後 8 0 年 ｣

湯 去 か ら 未 来 へ

『 神 奈 川 の ｢ 戦 後 8 0 年 ｣ 一
過 去 か ら 未 来 へ 』
鈴 木   品 ( 著 ) , 小 川   輝 光 ( 著 ) , 藤 田   賀
久 ( 著 ) 著 / 2 0 2 5 年 / え に し 房

『 ｢ ﾎ ﾛ ｺ ー  ｽ ﾄ ｣ の 記 憶 を 歩 く
一 過 去 を み つ め 未 来 へ 向 か う 旅
ｶﾞ ｲ ﾄﾞ 』
石 岡 史 子 ･ 岡 裕 人 / 2 0 2 6 年 / 子 ど も の 未 来 社｢ ﾎ ﾛ ｺ ー  ｽ ﾄ の

神 奈 川 の 高 校 ･ 大 学 教 員 の ほ か 県 下 各 地 域 記 憶 ｣ を 歩 くで 独 自 の 活 動 に 取 り 組 ん で い る 多 様 な 執 筆
者 3 0 人 以 上 が ､ そ れ ぞ れ の 視 点 で ｢ 戦 後
8 0 年 ｣ を 考 え ､ 歩 き ､ 記 録 し ､ 継 承 す る た
め の 実 践 を 丁 寧 に 紹 介 ｡ そ れ ら の 活 動 実 践
を ､ 未 来 に 向 け て ､ 戦 争 体 験 の 継 承 に つ な
げ る べ く 組 集 し た 1 冊 ｡
2 , 4 2 0 円 ( 本 体 2 , 2 0 0 円 )

ﾄﾞ ｲ ﾂ と ｵ ﾗ ﾝ ﾀﾞ を 中 心 に ､ ﾖ ー  ﾛ ｯ ﾊﾟ 1 1 都
市 の ﾎ ﾛ ｺ ｰ ｽ ﾄ の 記 念 碑 や ﾐ ｭ ｰ ｼﾞ ｱ ﾑ を

紹 介 す る 旅 ｶﾞ ｲ ﾄﾞ ｡ 第 二 次 世 界 大 戦 の 終 結 か
ら 8 0 年 が 過 ぎ ､ 世 界 が 大 き く 変 動 す る な か
で ､ 記 念 碑 へ 新 し い 角 度 か ら の ま な ざ し を 向
け ､ 新 章 ｢ 揺 れ る 記 憶   変 わ る 記 憶 ｣ を 設 け た
改 訂 新 版 ｡ 歴 史 と 記 憶 を め ぐ る 思 考 と 対 話 へ
読 者 を 誘 う ｡

1 , 6 5 0 円 ( 本 体   1 , 5 0 0 円 )

ﾏ ﾙ ｸ ｽ と ｴ ﾝ ｹﾞ ﾙ ｽ ﾂ ｱ ー  企 画 者 ･ 坂 本 茂 男 さ ん の 旅 の 記 録 ﾌﾞ ｯ ｸ ﾚ ｯ ﾄ を ご 紹 介 ! 各 5 0 0 円 ( 税 込 ) ･ 送 料 別

ﾏ ﾙ ｸ ｽ と ﾊﾟ ﾘ ﾏ ﾙ ｸ ｽ と ﾊﾟ ﾘﾏ ﾙ ｸ ｽ ､ ｴ ﾝ ｹﾞ ﾙ ｽ のゆ か り の 地 を 訪 ね て
ﾏ ﾙ ｸ ｽ ､ ｴ ﾝ ｹﾞ ﾙ ｽ のゆ か り の 地 を 訪 ね てﾄﾞ ｲ ﾂ ､ ﾍﾞ ﾙ ｷﾞ ー  ､ ｵ ﾗ ﾝ ﾀﾞ

ALA

ﾏ ﾙ ｸ ｽ た ち の ゆ か り の 地 を 訪 ね た ﾊﾟ
ﾘ の ﾌ ｨ ｰ ﾙ ﾄﾞ ﾜ ｰ ｸ の 記 録 で す ｡ ｶ
ﾗ ー  写 真 も 多 数 掲 載 ｡ ﾏ ﾙ ｸ ｽ と 印 象
派 の 画 家 ﾓ ﾈ の 思 わ ぬ 接 点 も 紹 介 し て
い ま す ｡

ﾏ ﾙ ｸ ｽ ､ ｴ ﾝ ｹﾞ ﾙ ｽ の 生 ま れ 故 郷 や べ
ﾙ ﾘ ﾝ ､ ｹ ﾙ ﾝ ｡ 彼 ら が 共 産 主 義 運 動 を
は じ め た ﾍﾞ ﾙ ｷﾞ ー  の ﾌﾞ ﾘ ｭ ｯ ｾ ﾙ ｡ ﾏ ﾙ
ｸ ｽ の 母 方 の 親 類 が 暮 ら す ｵ ﾗ ﾝ ﾀﾞ ｡ ｶ
ﾗ ｰ 写 真 や 資 料 も 満 載 で す ｡

最 新 号 ﾏ ﾙ ｸ ｽ ､ ｴ ﾝ ｹﾞ ﾙ ｽ の
ゆ か り の 地 を 訪 ね て ｲ ｷﾞ ﾘ ｽ 編 も !

2 7 い い 旅 い い 仲 間

1. ｢ ｱ ｲ ｶﾞ ー  ､ ｣夜 来 の 雨 上 が ら ず 』
2. 『 ﾗ ｳ ﾀ ー  ﾌﾞ ﾙ ﾈ ﾝ の 谷

朝 霧 解 け ゆ く ﾕ ﾝ ｸﾞ ﾌ ﾗ ｳ 』
3 .   『 ｸﾞ ﾘ ﾝ ﾃﾞ ﾙ ﾜ ﾙ ﾄ ､ 秋 色 』

宮 本 和 郎 先 生 絵 画 販 売 相 談 会
日 時 2 0 2 6 年 1 1 月 3 日 ( 火 ･ 祝 )

14:00~17:00

場 所 宮 本 美 術 合 同 会 社 ( 東 京 都 府 中 市 )
J   R 武 威 野 線   府 中 本 町 駅   集 合

見 学 を ご 希 望 の 方 は 富 士 国 際 旅 行 社 へ お 問 合 せ く だ さ い

ご 好 評 に つ き ､ 数 に 限 り が ご ざ い ま す ｡
お 早 め に お 問 い 合 わ せ く だ さ い !

お う ち で 楽 し む
FITS

ｾ ﾚ ｸ ｼ ｮ ﾝ

天 然 本 場 利 尻 昆 布 1 5 0 g / 1 個1 , 8 0 0 円 ( 送 料 別 )
お 話 ､ ﾌ ｧ ｯ ｸ ｽ ､ ﾒ ー  ﾙ に て お 申 込 み く だ さ い

ART & BOOK

日 本 画 家   宮 本 和 郎 先 生
絵 画 販 売 相 談 会 開 催

生 活 の 中 に 絵 が あ る と ､ そ の 絵 の 中 に 見 た 人 の 心 が 入 っ て
い き ､ 身 も 心 も い ろ い ろ と 感 じ る で し ょ う ｡ 絵 は 見 る 人 の 心 が
見 る 時 に よ っ て 違 う ｡ そ ん な 楽 し さ を 知 っ て ほ し い と 思 い ま す ｡
日 本 画 は 余 白 と し て 何 も 描 か な く て も 人 の 心 が 入 り や す い 場
所 か よ り 多 く あ る と 言 わ れ て い ま す ｡

宮 本 和 郎 の 絵 が 皆 様 に 届 け ば 大 変 嬉 し く 思 い ま す ｡
ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す ｡
宮 本 美 術 合 同 会 社 代 表   宮 本 昭 子

宮 本 和 郎 略 歴
1936... 東 京 都 日 野 市 生 ま れ
1961... 東 京 芸 術 大 学 日 本 画 家 卒 業

1976.... 神 田 神 保 町 の あ か つ き 画 廊 で 初 個 展
1981...... し ん ぶ ん 赤 族 ｢ で 描 く 四 季 の 花 ｣ を 連 載
1997...... ｢ 画 集 ｽ ｲ ｽ ･ ｱ ﾙ ﾌﾟ ｽ 花 の 旅 ｣ 出 版

2018 • 19 ｽ ｲ ｽ ﾐ ｭ ー  ﾚ ﾝ に て ｢ 宮 本 和 郎 日 本 画 展 ｣
を 開 催

2024...... 府 中 美 術 館   8 8 才 記 念 ｢ 宮 本 和 郎 日 本 画 展 ｣
を 開 催

2025...... 8 9 才 で 逝 去

南 ｱ ﾙ ﾌﾟ ｽ 市 立 美 術 館 ､ 府 中 市 立 美 術 館 ､
ｽ ｲ ｽ ﾐ ｭ ー  ﾚ ﾝ ﾎ ﾃ ﾙ ｱ ｲ ｶﾞ ー  な ど 寄 贈 作 品

本 場 利 尻 産   天 然 利 尻 昆 布
1 9 9 8 年 か ら 利 尻 島 ﾂ ｱ ー  で お 世 話 に な っ て き た 吉 田 水 産 さ ん
が ､ こ の た び 昆 布 漁 を 引 退 さ れ る こ と に な り ま し た ｡
ﾂ ｱ ｰ で は ､ 吉 田 敏 さ ん か ら 利 尻 昆 布 に つ い て の ﾚ ｸ ﾁ ｬ ｰ

や ､ 漁 師 と し て の お 話 を た く さ ん 聞 か せ て い た だ き ま し た ｡ 昆
布 は お 客 様 か ら も 大 変 好 評 で ､ 旅 行 後 に も 購 入 さ れ る ﾘ ﾋﾟ ー
ﾀ ｰ の 方 が 多 く い ら っ し ゃ い ま す ｡
吉 田 さ ん の 素 晴 ら し い お 人 柄 に 甘 え な が ら ､ 2 8 年 も の 長 き に わ
た り お 世 話 に な り ま し た ｡ 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た ｡
吉 田 水 産 さ ん か ら お 声 が け い た だ き ､ 利 尻 昆 布 を 2 0 0 個 ､ 弊 社
で 購 入 い た し ま し た ｡
こ れ ま で 吉 田 水 産 さ ん の 利 尻 昆 布 を 愛 し て く だ さ っ た 皆 さ ま
へ ､ 感 謝 の 気 持 ち を 込 め て ､ 弊 社 よ り 販 売 い た し ま す ｡ ぜ ひ ､
こ の 機 会 に お 召 し 上 が り く だ さ い ｡

2 6   い い 旅 い い 仲 間


